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要旨 

単語は言語の中に重要な部分である。単語は人に意味を伝える役割があ

る。日本語の学習者として、単語の意味が分かることで誤用をさけること

ができる。例えば、接辞化「affixation」を通して、単語の意味の変化を分

かることである。接辞化は基本の形態素に接辞を付けるプロセスである。

日本語の中で一番使用すること接辞という接尾辞である。日本語の接尾辞

の一つを-的と言う。接尾辞-的を付ければ、新しい単語のアイデンティテ

ィーになる。本研究において、名詞の種類は接尾辞-的に付けられるのを

説明し、語形成のプロセス及びインドネシア語で単語の意味の類似性を分

析することでる。 

本研究の方法において、記述的分析は色々な日本語の文章にするのを使

用することである。本研究のデータは三つの資料を使用し、日本語の文の

例を分析する。データの分析方法、挿入技法は基本の形態素に接尾辞-的

を付けるのを使用する。 

データの分析結果に基づいて、基本の形態素に接尾辞-的を付けられる

のは名詞である。使っている名詞の種類は人名詞、もの名詞、事態名詞、

場所名詞、時間名詞、接頭語や接尾辞のついた名詞である。接尾辞-的を

付けるによる語形成のプロセスをとおして、八つの形があり、N + 的 + 
な, N + 的 + に, N + 的 + には, N + 的 + にも, N + 的 + N, N + 的 + で,  N 
+ 的 + だ, N + 的 + である。インドネシア語には、色々な接尾辞-的の意

味の類似性は-if, -is, -tik, -onal, -al, -nya, ‘ala...’, ‘dengan...’, ‘secara...’など意味

が表す。 
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1. 序論 

 

 日本語は、言語上から語形成のシステムや音韻論のシステムや文

のシステムなどという特徴な言語である。「留学生のためのストラ

テジーを使って学ぶ文章の読み方」の読解の教科書に基づいて、語

形成のプロセスに関して文の問題の例がある。このような文の例で

ある。  

 (31-32) たいへん革新的で攻撃的という評のほか、特筆べき点とし

て多文化をくぐってきたことを指摘している。 

(RSY, 2005: 6)  

(47) 日本経済は戦争で壊滅的な状態になり、戦後は高いインフ

レ率に悩まされていた。 

(RSY, 2005: 36)  

 

上の文章の例を見ると、(31-32)の文章において、ある単語が語形

成のプロセスをとおして形成されて、革新的と攻撃的である。両方

の単語の意味はまだ分からない。したがって、「Gakushudo」の辞

書にその単語を探せば、意味は発見しない。しかし、「革新」及び

「攻撃」だけ、意味の単語は見つけた。それから、(47)の文章も同

じ問題があり、ある接尾辞-的を付ける単語である。単語の意味は

辞書に発見しないが、基本の形態素だけ探せば、意味が見つけた。

また、なぜ３つの単語は接尾辞-的を付けるのだろうか。接尾辞-的

の意味は何だろう。そのことはまだ分からない。 

 上の問題に基づいて、筆者は接尾辞-的を付ける単語の使用に関

して研究に関心を持つと考える。したがって、本研究の題名を選ぶ

のは「日本語の単語における接尾辞-的に関する意味分析」である。 
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 本研究において、問題の設定が四つがある。このような問題の設

定である。 

a. 接尾辞-的はどんな名詞の種類に付けられるか。 

b. 語形成のプロセスはどのように日本語の単語における接尾辞 

-的を使用するのたろうか。 

c. インドネシア語には、どのように接尾辞-的を付ける単語にお

ける意味の類似性性だろうか。 

 それで、本研究の問題の範囲において、筆者は形態意味論 

「morfosemantic」に基づいて、接尾辞-的を分析するのは語形成及

び単語の意味に関して述べたいと思う。 

 次に、このような本研究の意義が四つある。 

a. 接尾辞-的付けられる名詞の種類に関して知られるためで 

ある。 

b. 日本語の単語における接尾辞-的を使用する語形成はどのよ  

うなプロセスであるかを知られるためである。 

c. 接尾辞-的を付ける単語におけるインドネシア語の単語の意 

味の類似性を知られるためである。 

 

2. 本論 

A. データ及び研究の方法 

  本研究において、接尾辞-的を対象に語形成のプロセス及び

単語の意味を分析する。色々な資料より接尾辞-的の単語を見

つけた。本研究を行うために、研究の方法は質的方法、記述的

分析を使用する。本研究の対象は接尾辞-的を付ける単語であ

る。それから、データ収集は記録技法及び記入技法である。研
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究の手段は筆者、書類、筆記、ペンである。データの分析をす

るのに挿入技法を使用する。 

 

B. 分析の結果と考察 

 

 本研究において、データの分析をした後、筆者はデータの分

析し、次のような結果を発見する。 

データに基づいて、接尾辞-的を付けられる基本の形態素は名

詞だけである。日本語では、名詞の種類に関して理論が二つあ

る。増岡と田久保(1993: 33-34)及び寺田(1984:49-51)に基づいて、

名詞は９種に類別される。このリストは接尾辞-的に付けられ

る名詞の種類である。 

 接尾辞‐的を付けられる名詞の種類のリスト 

接尾辞‐的を付けられる

名詞の種類 
ノート 

人名詞 O 

もの名詞 O 

事態名詞 O 

場所名詞 O 

方向名詞 X 

時間名詞 O 

接頭語や接尾辞のついた

名詞 
O 

複合名詞 X 

他の品詞から転じた名詞 X 
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 単語は接辞化をし、品詞を変える単語もあり品詞を変えない

単語もある。派生語のプロセスによる大体接尾辞-的語形成に

起こる。それで、基本の形態素は意味に関して新しいアイデン

ティティーを変化する。これは接尾辞-的による語形成のプロ

セスである。 

 

接尾辞‐的による語形成のプロセスのリスト 

接尾辞-的

基本の 

形態素 

接尾辞

‐的 

接尾辞‐的

のあと単語 
語形 

N 的 な N + 的 + な 

N 的 に N + 的 + に 

N 的 には N + 的 + には 

N 的 にも N + 的 + にも 

N 的 で N + 的 + で 

N 的 N N + 的 + N  

N 的 だ N + 的 + だ 

N 的 である 
N + 的 +  

である 

  

  

 データの分析において、接尾辞-的の語形成は八つの語形を

形成する。大体基本の形態素は名詞である。それから、接尾辞

-的の後に語尾「な」、助詞「に」、「には」、「にも」、

「で」、名詞、助動詞「だ」と「である」が表す。 
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    接尾辞-的を付けるによる品詞の変化リスト 

最初の品詞 新しい品詞 例 

名詞 ナ‐形容詞 

経済   経済的な 

民主   民主的な 

物理   物理的な 

論理   論理的な 

革新   革新的な 

名詞 福祉 

飛躍   飛躍的に 

一方 一 方的に 

社会   社会的に 

強制   強制的に 

圧倒   圧倒的に 

 

  

   上のリストに基づいて、このような品詞の変化のプロセスを

表される。 

1. 接尾辞-的を付けられる単語は名詞からナ-形容詞に変化  

 できる。 

2. 接尾辞-的を付けられる単語は名詞から福祉に変化でき 

 る。 

3. 品詞の変化を起こるのは接尾辞-的を付ける単語におけ 

 る語尾｢な｣と助詞「に」があるからである。 

 

次のデーターの分析、筆者はインドネシア語で接尾辞-的の

意味の類似性を述べる。色々な意味を表す。これはインドネシ

ア語で接尾辞-的の意味のリストである。 
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    インドネシア語で接尾辞‐的の意味の類似性リスト 

インドネシア

語で接尾辞 

‐的の意味 

単語の意味 単語の例 

-if 
キャラクターを

表す 

効果的 (koukateki) = 

Efektif 

革新的 (kakushinteki) = 

Inovatif 

-is 
キャラクターを

表す 

楽天的 (rakutenteki) = 

Optimistis 

経済的 (keizaiteki) = 

Ekonomis 

民主的 (minshuteki) = 

Demokratis 

-tik 
キャラクターを

表す 

性格的 (seikakuteki) = 

Karakteristik 

-onal 
キャラクターを

表す 

伝統的 (dentouteki) = 

Tradisional 

感情的 (kanjyouteki) = 

Emosional 

-al 
キャラクターを

表す 

典型的 (tenkeiteki) = 

Tipikal 

-nya 状態を表す 

一般的 (ippanteki) = 

(Pada) Umumnya 

結果的 (kekkateki) = 

Hasilnya 

Ala 方法を現す 
日本人的 (nihonteki) = Ala 

orang Jepang 
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日本的 (nihonteki) = Ala 

Jepang 

Dengan 方法を表す 
平和的 (heiwateki) = 

Dengan damai 

Secara 方法を表す 

相対的 (soutaiteki) = 

Secara relatif 

具体的 (gutaiteki) = 

Secara konkret 

物理的 (butsuriteki) = 

Secara jasmani 

Makna lain 

色々な意味は 

「キャラクタ

ー、事、状態」

を表す 

社会的 (shakaiteki) = 

Memasyarakat 

壊滅的 (kaimetsuteki) = 

Hancur-hancuran 

標準的 (hyoujyunteki) = 

Prinsipiil 

非能率的 (hinouritsuteki) = 

Tidak efisien 

サラリーマン的 

(Sarariimanteki) = Pekerja 

 

 上のリストに見ると、インドネシア語では、接尾辞-的の意

味の類似性が多いである。データの分析の結果に基づいて、

色々な意味を表す。このような接尾辞-的の意味は三つがある。 

1. キャラクターの意味は‘–if’, ‘-is’, ‘-tik’, ‘-onal’, ‘-al’によ

る表される。 

2. 状態の意味は‘–nya’による表される。 

3. 色々な意味は他の意味のグループに表される。 
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3. 結び 

 

本研究において、全体のプロセスをした後、筆者はこのような研

究のまとめを引くことができる。 

1. 接尾辞‐的に付ける基本の形態素は名詞である。これは接尾

辞-的に付けられる名詞の種類は人名詞、もの名詞、事態名

詞、場所名詞、時間名詞、接頭語や接尾辞のついた名詞であ

る。 

 

2. 接辞化及び派生語のプロセを通して、接尾辞-的の語形成が

起こる。分析結果が二つがあり、品詞を変化できることと変

化できない。 

 

次のような接尾辞-的の語形は品詞の変化することを表す。 

a. N＋的＋な 

b. N＋的＋に 

c. N＋的＋で 

それから、次のような接尾辞-的の語形は品詞の変化しない

ことを表す。 

a. N＋的＋には 

b. N＋的＋にも 

c. N＋的＋ N 

d. N＋的＋だ 

e. N＋的＋である 

 

3． インドネシア語において、接尾辞-的は色々な意味の類似性

を表す。意味の類似性は‘–if’, ‘-is’,  ‘-tik’, ‘-onal’, ‘-al’, ‘-nya’, 

‘ala...’, ‘dengan...’, ‘secara...’, 他の意味のグループがある。 
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 今後の課題 

 

 本研究において、まだあることを分析できるから、次の研究

のためにこのような提案する。 

1. 本研究は形態意味論だけを述べるから、次の研究は統語論の

役割に関して分析できる。 

2. データの分析の結果に基づいて、基本の形態素には品詞の種

類は時間名詞、人名詞、接頭語や接尾辞のついたものが少し

だから、次の研究において分析することが必要である。 

3. N + 的 + での語形が一つだけあるから、分析の結果を決め

るのは難しいである。したがって、次の研究はこの語形を分

析し、あるいは違う結果ををもらう。 

4. 接尾辞‐的の参考文献は小説、記事、雑誌におて探したほう

がいいである。 

5. 本研究は、読解におて、文章やテキストの中に接尾辞-的を

付ける単語の意味を理解するためである。語彙において、接

尾辞-的の単語の意味及び使用を理解するためである。それ

から、翻訳において、インドネシア語で単語の意味の類似性

を探すのを使われる。 
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